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the	work	 is	seen	as	a	classical	 treatise	 in	 the	world	of	science	history,	only	a	portion	of	 its	
passages	have	been	translated	into	Japanese.	In	addition	to	the	work's	value	from	a	historical	
perspective,	I	also	highly	value	its	implications	from	the	standpoint	of	education	and	sociology.	





































ていなかった。ボイルはショットのこの本を出版の翌年 1658 年に入手し，同年 7月ハートリブ宛
ての手紙で，真空実験に興味をもっている旨を伝えている。さらに同年末までにグレートレクスと


















チャード・ボイル (Boyle,	Richard:1612–1698)，第 2 代コーク伯爵の長男である。チャールズは
1660 年の時点で 20 歳。彼はロバート・ボイルのもう一人の，当時 18 歳だった甥と共にグラン
ドツアー中だった。その甥とはリチャード・ジョーンズ（Jones,	Richard；1641–1712)，すなわち




オルデンバーグらは途中フランクフルトに滞在した後，1659 年 3 月パリに到着。オルデンバーグ
からは 1659 年 4 月，「パリで催されているモンモール・アカデミーの面々と懇意になるつもりだ」
との手紙がハートリブに届いている。これらの情報はハートリブ・グループに属していたラネラ夫
人ことキャサリンを通じて弟のロバートにも伝わったにちがいない。さらにオルデンバーグからボ
イルへは 1659 年 7 月 23 日（大陸歴では 8 月 2 日付），「モンモール・アカデミーの会合に参加し
たが，ここフランスの哲学者たちは議論ばかりしている」と記された手紙が渡っている。ボイルは
オルデンバーグらがパリ滞在している間に成果をあげ，それを甥宛の手紙としてモンモール・アカ
デミーに届けようとしたのである。現に 1659 年 11 月 15 日，ハートリブからボイル宛てに，オ
ルデンバーグからの伝言として，「フランスの哲学者たちは真空実験についてもっと詳しく教えて
ほしいと言っている」との手紙が送られている。1659 年 12 月，原稿はなんとか完成したものの，
















































































































































































































































































































































　この容器 A のいちばん上に，丸い穴が開いているのが見えるでしょう。この直径 BC は約 4 イン
















けます。この小穴と〈ふた FG の底に取りつけた小さな真鍮の輪 L〉（これは左右どちら側に取りつ
けてもかまいません）に〈糸 8,9,10〉を通します。この糸は空にした容器を閉めきったまま，容
器の中でいろいろなものを動かすときに使います。






































　シリンダーの最後の第 4 の部品は杭 R です。シリンダーの上部には内側に少し傾斜がついた穴
が貫通していて，この穴に真鍮の杭を打ち込みます。この杭は自由に差し込んだり取り外したりで
きます。
　エンジンについては上に説明したとおりですが，そのほかこれを作動させる前にいつでもおこな
うべきことについてつけ加えておきましょう。というのも，ピストンを動かしたり空気を外側に追
い出したりするのはまだしも，容器から空気を抜きはじめてからあと，空気が入ってこないように
保つのは想像以上にむつかしいからです。
　はじめに，レシーバのいちばん上の部分にサラダオイルを少し注がなくてはなりません。これは
ひとつには，開閉栓の内部の表面に小さなすきまが開いていることがあるのでそれをふさぐためで
す。もうひとつは開閉栓の把手 Sを左右に滑らかに回転させるためです。それからシリンダーの内
側にもオイル少量を注いでおくこと。これはその中をピストンが支障なく円滑に上下に動けるよう
にするためと，ピストンとシリンダーのあいだに空気が行き来するのを極力防ぐためです。同じよ
うに杭の周辺にも油を注いでおかなくてはなりません。それからこのことを言い忘れるわけにはい
きません。水と油だけを注いでもシリンダー内でピストンを滑らかに動かせないのですが（奇妙な
ことに），ふたつの液体を混ぜ合わせると，どういうわけかかなり容易に（ときには驚くほど）望
ましい効果が得られるのです。それから最後に，真鍮のリングにレシーバのふたをはめるときも，
そのすきまから空気が入ってこないようにすること。そのためには，さっき説明した漆喰か何かほ
かのものでふたつ部品の上部をおおってから，熱い〈火のし〉で漆喰を押し広げればよいのです。
そうすると漆喰が融けて割れ目や小さなすきまに入り込むので，そこを埋めることができます。こ
うやって密閉しておかないとそこから空気が入り込んできます。
　こうやってすべての準備がととのったら開閉栓の下側にある〈柄 O〉をシリンダーの上にある開
口部（図では「＆」の記号で示してある）にぴったり差し込みます。最初の実験はハンドルを動か
してピストンをシリンダーの上の方に押し込むことです。こうすればシリンダーの上部に空気は
まったく残らないはずです。つぎに［シリンダーの上部にあいている］バルブの穴を杭でふさいで
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からハンドルを反対側にまわし，ピストンをシリンダーの下に向かって降ろします。ピストンのこ
の一連の動きによってシリンダーに入っていた空気は押し出され，そのあとシリンダー内の空間に
入ってこられなくなります。ですからシリンダーの内部は完全に空っぽになったことは明らかです。
こうしておいてから開閉栓についている把手 Sをまわすと，この栓に開いている穴によってシリン
ダーとレシーバのあいだを行き来できる通り道ができるので，レシーバの中にあった空気の一部は
すぐにシリンダーに降りてきます。把手をもとどおりにまわすと空気はレシーバにもどれなくなり
ます。［シリンダーの上部にある］杭をはずしておいてからピストンをもういちどシリンダーの上
の方に押しあげると，空気は外に放出されます。このようにピストンを何度も上げ下げし，それに
応じて把手をまわしたり，シリンダー上部の穴をふさいでいる杭を抜いたり差したりすれば，急い
で実験を終えたいときでも実験者の思いどおりに容器から空気を抜くことができます。
　貴君はひょっとして，わたしの説明ははじめからあまりにくどくて不必要だと感じているかもし
れません。しかし中の空気をかなりたくさん抜き出したとき，たとえわずかな時間でも外の空気を
遮断しようとすれば，想像もしなかったいろいろな困難に出あうものなのです。貴君がそのことを
自ら体験してみれば，わたしがここに書いた以上に「もっといろんな条件についてくわしく書き留
めておいてくれたらよかったのに」と思うはずです。わたしがこれ以上くどくどと書かなかったの
は，実際に試してみればこれ以上の説明は必要あるまいと思うからです。ただ話を先に進める前に
このことは説明しておいたほうがいいでしょう。じつはわたしたちがこのエンジンを使ってやろう
とした実験には概ね２種類のものがあります。ひとつは，このエンジンにたとえわずかなもれがあっ
たとしても，急いでやってしまわねばならない実験です。ポンプを急いで動かして空気をすばやく
抜いてしまえば，もれが感知できないほどにできます。わたしが「感知できないくらい」と言った
のは，「たしかにもれていることはわかるのだが，それを止めるのは容易ではない」という意味で
す。もうひとつの種類の実験は容器の中から空気を抜き出すだけでなく，かなり長くその状態を保っ
ておかねばならない実験です。動物そのほかのものを中に閉じこめたり，植物の発芽や成長を確か
めたりするばあいがそうです。そういう実験のばあいにはかなり長時間にわたって外側の空気を遮
断しておかなくてはならないことは明らかです。そのばあいには空気がほんのわずかもれただけで
も緩みが生じて，「真空」とはいえない状態になってしまいます。真空という言葉の意味について，
ここでとりあえずはっきりさせておきましょう。それは「あらゆるものがまったく存在していない
空間」のことを意味するのではなく，ただ「空気がほとんどすべて，ないしはまったくない状態」
のことを意味するにすぎません。
　実験について話を進める前に実験の２つの種類について前置きしたのは適切だったと思っていま
す。というのも実際に試してみてわかったのですが，レシーバが圧縮された大気に取りかこまれて
いるとき，わたしたちにはまったく感知できないほどの無数の小さな穴や割れ目から，外気が入り
込むのを完全に防ぎつづけるなどということは，とてつもなく（ほとんど想像できないくらい）む
つかしいのです。どんなに注意深く作業をしても，どんな工夫をほどこしても，レシーバをほとん
ど空っぽにしたうえで，そのうえさらにまったくもれが生じないように長時間その状態を保つなど
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ということはほとんど不可能でした。けれども（わたしたちも近頃はだいぶ慣れてきたので）ポン
プをすばやく根気よく動かして，空気が入ってくるよりもっと早く中の空気を抜き出せるように
なったので，ついにレシーバをほぼ完全に空っぽにできるほどになりました。そのためこれまで誰
も観察したことのなかったいろいろな自然現象を発見できるほどになったのです。
　わたしの本業のためもあって，残念ながらこの手紙では，はじめの種類の実験についてしか貴君
に報告できそうにありません。貴君の頼みとあれば，主のご加護を得て，わたし自身の時間をどう
にかつごうし，ほかのいろんな実験をやりたいと思っていますし，それについて貴君に報告したい
とも思っていますが，はたしてそんな条件がととのうかどうか，今のところはわかりません。
ⅰ		Edited	and	translated	by	A.	Rupert	Hall	and	Marie	Boas	Hall,	The	Correspondence	of	Henry	Oldenburg	(1965).
ⅱ		Edited	by	Michael	Hunter,	Antonio	Clericuzio	and	Lawrence	Principe,	The	Correspondence	of	Robert	Boyle	(2001).
ⅲ		Maddison,	R.	E.	W.,	The	Life	of	the	Honourable	Robert	Boyle	F.R.S.	(1969),	p.93.
ⅳ		Edited	by	Michael	Hunter,	Edward	B,	Davis,	The	Works	of	Robert	Boyle,Vol.1,	1999.
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